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マイクロプロセッサの高性能化やメモリ素子の大容量化などの

技術の進歩は、コンピュータの高性能化、ダウンサイジング化を

可能にしました。特に、エンジニアリング・ワークステーション 

(EWS) は性能が著しく向上しており、優れたコスト・パフォーマン

ス、高速リアルタイム演算処理、汎用ソフトウェアのラインナップ

などによって、オフィス・オートメーション (OA) 分野のみでなく、

計装制御分野でも適用されるようになっております。またマイク

ロプロセッサなどの LSI 製造技術や装置の二重化技術の進歩

により、システムの信頼性は一層向上してきております。

これらの技術動向を背景として、原子力向けディジタル制御装

置で培った高信頼技術と CRT 画像処理やエレクトロニクスの

最新技術を組み合わせ、原子力発電所の周辺設備や原子

力関連施設での計装に適した汎用ディジタル制御装置

「MELTAC」の開発を行ないました。

「MELTAC」は、汎用計装として必要とされるプラント運転・操

作用 CRT 標準画面やエンジニアリング機能を持つことはもちろん、

原子力計装として要求されるソフトウェアの検証性、多重化・

自己診断などの信頼性、およびハードウェア無調整化などの

保守性を兼ね備えたシステムです。

システム概要

MELTAC は、プラントの運転・監視を行なうオペレータ・ステー

ションとプラントの制御を行なうフィールド・コントローラ (FCS) を、

計装用高速ネットワーク (OPS バス) で結合したシステムです。

オペレータ・ステーションは、系統図、制御器・指示計などの計器、

記録計、警報窓を CRT 画面上に構築し、プラントの状態を

情報集約して確認しながら運転・操作するものです。CRT での

画面展開や制御器・補機の操作は、タッチ・オペレーションに

よって簡単に行なえるようにしています。

SL-GMS ユーザ事例

図１：　系統図

図２：　トレンド・グラフ

図３：　制御器・指示計表示画面
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